
社
会
生
活
に
支
障
が
あ
る

自
覚
し
て
い
る

社
会
生
活
に
支
障
が
な
い

認
知
症

歳
に
よ
る
単
な
る
物
忘
れ

進
行
す
る
こ
と
が
多
い

行
為
そ
の
も
の
を
忘
れ
る

ヒ
ン
ト
で
思
い
出
さ
な
い

し
ば
し
ば
自
覚
し
て
い
な
い

半
年
〜
１
年
で
変
化
は
な
い

行
為
の
一
部
を
忘
れ
る

ヒ
ン
ト
で
思
い
出
す
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療
法
人
啓
心
会

医
療
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会

医
療
法
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会

医
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啓
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会
啓
心
会
病
院

啓
心
会
病
院

啓
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会
病
院

啓
心
会
病
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地
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健
康
増
進
委
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会

地
域
健
康
増
進
委
員
会
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会

地
域
健
康
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会
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年

平
成
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年

平
成
２
９
年

平
成
２
９
年
4 444
月 月月月

3 333
月 月月月
3
0
3
03
0
3
0
日
、

日
、
日
、

日
、
「
認
知
症
に
つ
い
て
」

「
認
知
症
に
つ
い
て
」

「
認
知
症
に
つ
い
て
」

「
認
知
症
に
つ
い
て
」
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
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髙
田

髙
田
髙
田

髙
田
潤
一

潤
一
潤
一

潤
一

本
年
度
は
、
院
内
を
３
回
（本
年
７
月
１
１
月
来
年
３
月
）を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

考
慮
し
、
皆
様
の
ご
希
望
が
あ
っ
た
テ
ー
マ
に
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
そ
の
都
度

告
知
致
し
ま
す
。

ま
た
、
院
外
で
は
、
基
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
に
て
１
０
月
２
０
日
（金
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
は
自
由
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

次
回
予
告

次
回
予
告

次
回
予
告

次
回
予
告

そ
の
そ
の
そ
の
そ
の
物
忘
れ

物
忘
れ

物
忘
れ

物
忘
れ
は ははは
認
知
症

認
知
症

認
知
症

認
知
症
? ???

で
も
、
物
忘
れ
だ
け
が
認
知
症
じ
ゃ
な
い

他
の
タ
イ
プ
の
認
知
症
も
あ
る

認
知
症
の
原
因
別
割
合

認
知
症
の
原
因
別
割
合

認
知
症
の
原
因
別
割
合

認
知
症
の
原
因
別
割
合

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

脳
血
管
性
認
知
症

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

そ
の
他
の
認
知
症

約
2
0
％

約
2
0
％約
1
0
％

最
も
有
名

記
憶
障
害
が
主

そ
の
後
問
題
行
動

重
度
に
な
る
ま
で
運
動
機
能
保
つ

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
を
伴
う

日
本
人
が
発
見

脳
卒
中
で
一
部
の

損
傷
部
位
の
機
能

障
害
に
よ
る

発
作
毎
に
段
階
的

様
々
な
原
因
疾
患
が
あ
る

治
る
タ
イ
プ
も
あ
る

混
合
型
認
知
症
も
多
い

約
5
0
％

高
度
な
検
査
は
、
急
性
期
病
院
へ
の
検
査
事
前
予
約
紹
介

（
脳
血
流
シ
ン
チ
や
心
筋
シ
ン
チ
、
脳
波
な
ど
必
要
に
応
じ
て
）

認
知
症
に
よ
る
事
故
が
増
加
傾
向

道
路
を
逆
走
す
る

歩
道
や
線
路
を
走
行
す
る

ブ
レ
ー
キ
と
思
っ
て
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
続
け
る

ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
の
忘
れ
、
バ
ッ
ク
の
つ
も
り
で
前
進
す
る

信
号
や
標
識
が
判
断
で
き
ず
、
無
視
を
す
る

車
の
周
囲
に
い
る
家
族
を
忘
れ
て
、
動
か
す

当
院
で
は
、

当
院
で
は
、

当
院
で
は
、

当
院
で
は
、
M
R
I

M
R
I

M
R
I

M
R
Iで
の
専
門
的
評
価
が
可
能

で
の
専
門
的
評
価
が
可
能

で
の
専
門
的
評
価
が
可
能

で
の
専
門
的
評
価
が
可
能

初
期
の
萎
縮
変
化
が
少
な
い
時
期
で
も
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
特
徴
的
な
萎
縮
が
あ
る
の
か

V
S
-
R
A
D
と
い
う
解
析
で
、
評
価
で
き
る

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
特
徴
的
な
血
流
低
下
が

A
S
L
と
い
う
画
像
で
、
あ
り
そ
う
か
分
か
る

認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら
受
診
を

認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら
受
診
を

認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら
受
診
を

認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら
受
診
を

診
察
で
は
問
診
，
認
知
症
の
質
問
式
試
験
や

神
経
症
状
の
診
察
な
ど

検
査
で
は
頭
部
C
T
/
M
R
I

脳
血
流
シ
ン
チ
、
心
筋
シ
ン
チ
、
脳
波
な
ど

重
要
な
の
は
ご
家
族
か
ら
の
情
報

・
い
つ
頃
か
ら
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
か

・
今
ま
で
に
ど
ん
な
病
気
に
か
か
っ
た
か

・
治
療
を
受
け
て
い
る
病
気
は
あ
る
か

・
ど
ん
な
薬
を
服
用
し
て
い
る
か

早
期
に
認
知
症
の
原
因
疾
患
の
診
断
を
行
う
こ
と
が
大
事

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
−
病

脳
室
が
拡
大
し
て
見
え
る

進
行
す
る
と
著
し
い
萎
縮

正
常
例

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
特
徴

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
特
徴

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
特
徴

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
特
徴

M
R
Iで
、
海
馬
の
萎
縮
を
認
め
る

認
知
症
の
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
ト
ラ
ン
プ
、
オ
セ
ロ
な
ど
の

知
的
ゲ
ー
ム
に
よ
る
認
知
刺
激

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

複
合
さ
せ
た
内
容
）
を
週
1
回

音
楽
療
法
（
歌
っ
た
り
、
演
奏
し
た
り
）
を
週
1
回
1
時
間

回
想
法
、
現
実
見
当
識
訓
練
、
記
憶
訓
練

家
事
や
趣
味
を
積
極
的
に

散
歩

脳
活
性
化
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則

１
．
快
刺
激
で
笑
顔

２
．
褒
め
る
こ
と
で
や
る
気

３
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
安
心

４
．
役
割
で
生
き
が
い

５
．
誤
り
を
避
け
て
正
し
い
方
法
習
得

道
路
交
通
法
の
改
正

7
5
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

認
知
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
起
こ
し
や
す
い

一
定
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合

臨
時
の
認
知
機
能
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

｢認
知
症
の
恐
れ
｣
→
臨
時
適
性
検
査
又
は
医
師
の
診
断

｢認
知
症
｣な
ら
、
免
許
停
止
あ
る
い
は
取
消
し

平
成
２
９
年
３
月
よ
り
、
認
知
機
能
検
査
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た


